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　「部品内蔵基板とそれを支える周辺技術の最前線」の特集
号を見せていただき，大変嬉しい気持ちになりました。思
えば，2005年 12月 16日の JIEPの会議にて，部品内蔵基
板に関してプロジェクト化を組織するよう承認を受け，部
品内蔵技術のプロジェクトが正式発足し，2006年 4月に
EPADsとして本格的に活動を始めてから，9年目に入って
おります。特集号にご執筆頂いた方はもちろん，その他の
大勢の方のご努力の結果，この特集号を出すまでになるこ
とができました。先ず，皆様に感謝申しあげます。
　この特集号の内容は，多岐に渡っております。友景先生
の「部品内蔵基板の国際標準化動向」から，実際の部品内
蔵基板の詳細，そして，はんだや絶縁材料，CADやボン
ダーや検査まで述べられています。部品内蔵技術が力強く
飛び立とうとしている息吹を感じます。国際規格をとって
みても，2008年 3月に部品内蔵基板規格部会を設立し，6
月の JPCAショーで EB-01を発行しましたが，その時には，
「規格は整理のもので早すぎる」という意見を多く耳にしま
した。しかし，国際規格を自分たちの手で作らなければ，
世界をリードできないとの思いから，毎年改版を重ね 2014
年には 4つの国際規格として認められる予定になっており
ます。国際標準を自らの手で作るという目標の一つは達成
できます。しかし，飛躍するのはこれからです。今回の特
集号に「周辺技術」の言葉が入っているように，部品内蔵
技術が広く一般的になるためには，周辺技術の成熟が必要
条件です。よく言われていることですが，部品をプリント
配線板に内蔵することにより，「プリント配線基板がプリン
ト配線機板」になります。配線だけでなく，機能を持つこ
とになり本質的な変化が生じます。それは，設計にも影響
を及ぼしますし CADツールも新しいものが必要になりま
す。材料も新しいものが必要です，例えば，はんだ材料
（フラックス残渣と樹脂との密着性の問題，内蔵するときは
溶けるが他の部品を表面実装するときのリフロー工程では
溶けないようにする問題）や，絶縁材料です。また，部品
内蔵向けボンダーの開発，そして検査も新しい技術が必要

になります。この特集号で明らかなように，周辺技術が
整ってきています。ステージが上がってきています。
　ここで，考えなくてはいけないことがあります。部品内
蔵技術は，多くの利点を持っています，「表面実装していた
部品を内蔵することにより，プリント配線板が小型化でき
る」，「部品を内蔵することにより，部品間距離を短くでき
高周波特性に優れている」，「内蔵することにより，信頼性
も向上する」などです。これは，性能競争の発想です。も
ちろん，電子部品の性能の向上のためにはこのような発想
が必要不可欠です。しかし，それだけで良いのでしょう
か？部品内蔵基板でイノベーションを起こしましょう。イ
ノベーションとは「技術革新」ではありません。技術と社
会が融合して，新たな価値を生み出し大きな社会的な変化
を起こすことです。部品内蔵技術は新しい技術です。この
技術を使って，今までなかったものを作りましょう，新し
い市場を形成しましょう。今の日本の産業の問題点の一つ
に，製品がコモディティ化されて（製品の生産量が大きく
なる），価格競争になり，日本のシェアが急激に落ちること
です。自分たちの手で世界規格を作成したのですから，そ
の技術を使って，新しい市場も作りましょう。そして，そ
の市場が大きくなっても高いシェアを維持しましょう。技
術が整ってきた今，その技術の使い方を考える重要性が高
まってきていると思います。

（2014.6.9-受理）
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